
平成 年度

　 ■ □ ■ 一般財源 □ 補助金等 □ 負担金

年度 年度 年度 年度 年度

□ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

□ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

□ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

□ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

□ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

■ □ □ □ □ □
【評価点数】

５　：　十分できている　　４　：　できている　　３　：　ほぼできている　　２　：　あまりできていない　　１　：　できていない
【総合評価ランク】

Ａ　：　86点以上 優れた取組が多く、十分に成果が上がっている
Ｂ　：　71～85点 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
Ｃ　：　56～70点 一定の成果は上がっているが課題もあり、更なる取組によって上位を目指すことが必要である
Ｄ　：　41～55点 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多く、更なる改善が必要である
Ｅ　：　40点以下 成果がほとんど上がっておらず、抜本的な見直しが必要である

◎外部評価委員の評価・意見等

① □ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1
② □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
③ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
④ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

22 事務事業に関する点検・評価シート 事業番号 2-2-1

事業名 図書館活動の充実 評価実施者
所　　属 社会教育課図書館
職・氏名 副館長　中寺静江

主
要
事
業
の
概
要

開始年度 S48 根拠法令等

実施方法 直接 委託

目　　　的

庁舎内への図書館移転に向けて、地の利を活かした街なかや病院、学校、地域等との連携した事業活動の展
開や活用向上調査事業として、利便性の向上と利用の拡大を図るため、市民や利用者へのニーズ調査（アン
ケート）の実施、実証実験に用いる検索システムの構築を進め、市民や利用者のニーズを反映させた施設環境
の整備や利用の利便性を高め、より気軽に活用され、課題解決に役立つ図書館を目指す。

図書館移転実施設計～施設環境の整備

読書普及事業～市民読書年として市民からのおすすめの本の紹介、地域との連携し、新たな読書コミュニティ
形成モデルとして地域文庫を設置

図書購入費（全事業）

16,094 16,153

事業内容

活用向上調査事業～市民や利用者を対象としたニーズ調査（アンケート）と分析、実証実験に用いる検索シス
テム用データセットアップ

絵本作家による絵本ライブ、フジテレビアナウンサーによる童話朗読会・ワークショップの開催

まごころ本箱はこぶっく（子ども版）による団体貸出

　

事
業
費

区　　分 19 20 21 22

うち一般財源 17,022

事業費（千円） 62,655 75,624 73,515 110,460 206,981

37,399

23 特　記　事　項

H22 H23 実績の評価

44,540

H21
市民読書年として市民からのおすすめ本の紹介や
絵本作家の講演会、プロのアナウンサーによる朗読
会などの読書普及に取り組んだが、登録者、入館
者、貸出冊数の増加にはつながらなかった。新図書
館に向けて、新たな読書コミュニティの形成モデルと
して２ヶ所に地域文庫の設置とまごころ本箱はこ
ぶっく事業として団体貸出をモデル的に実施した。

目
標
と
実
績

区　　　　　　分 単位 H19

1 貸出冊数（学校との連携事業を除

く）

2
実績 4,236

H20

109,076 108,963

3,958 3,812

43,000 65,000

140,000110,000

6,000

105,427 101,413

4,043

41,045 39,052 37,536 36,864

人
3

4
千円

目標
実績
目標

入館者数（本館）

市民ニーズや社会情勢に適合しているか

4,200 10,787

6,820 　実績

Ｈ21.22年度は、寄付により図書購入費が増額と
なった。

実施主体は適切か（民間、国・道が実施すべき事業ではないか）

2

4,156 4,161 5,764

7

利用者、市民からのニーズ調査の結果を踏まえて、新図書館の施設環境の整備や利用の拡大となるように取り組ん
でおり、概ね適合している。

目的に照らして効果的な手法であるか

成果が十分に上がっているか

利用者、市民からのニーズを踏まえて、事業の展開や施設環境を整備していくことで効果的である

現図書館で可能な限りの事業を実施しており、新図書館に向けての準備としては、成果が上がっている。

評価項目 点数 判　定　及　び　説　明　・　考　察

1 必 要 性

3 効 率 性

3 費用と成果のバランスは適正か

有 効 性

8

現状の予算内で事業を実施しているが、利用の拡大を図るためには、新刊図書等の資料の充実が必要。

↓ /25

新図書館として、まちなかの地の利を活かした連携事業の展開とニーズ調査の結果を
反映した館内環境の整備と新刊図書等の資料の充実を図り、利用者の拡大と利用者
サービスの向上に取り組む。

総
合
評
価

合計 18 ﾗﾝｸ
（Ａ～E)

100点
換算

72 B
/100 拡充 縮小・統廃合 質的向上 ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ 検証 現状維持

事業の今後
の 方 向 性

評価項目 点数 判　　　定 点検・評価に関するコメント

1 必要性 7 ・引き続き適切に進めて頂きたい

2 有効性 8

3 効率性 3 ⑤ □ 5 1□ 4 ■ 3

/25 /100

18 100点
換算

72
ﾗﾝｸ

登録者数（個人）
4,500

合計 B

□ 2 □

滝川市図書館条例、施行規則、新業務提要

目標
実績

人

特定財源

冊

目標


